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周
知
の
ご
と
く
、
在
欧
の
国
立
図
書
館
等
に
は
二
○
世
紀
初
頭
の

欧
州
の
諸
探
検
隊
が
中
央
ア
ジ
ア
等
王
に
敦
煙
や
吐
魯
番
周
辺
）
で

発
掘
し
て
母
国
に
将
来
し
た
多
数
の
出
土
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
な
か
で
も
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
は
単
に
中
央
ア
ジ
ア
史
な
い

し
中
国
史
の
史
料
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
の
諸
制
度
の
影
響

を
強
く
受
け
た
日
本
古
代
史
の
比
較
研
究
素
材
と
し
て
も
重
要
な
意

味
を
持
つ
。

在
欧
の
吐
魯
番
な
い
し
敦
煙
出
土
文
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
図
書
館
（
こ
の
因
昌
の
宮
口
ウ
自
己
）
に
保
管
さ

れ
て
い
る
ス
タ
イ
ン
の
将
来
文
書
（
の
〔
の
旨
、
。
｝
一
の
＆
・
口
）
や
フ
ラ
ン
ス

の
国
立
図
書
館
（
団
三
Ｃ
岳
ｇ
Ｅ
ｍ
ｇ
言
］
四
一
の
Ｑ
の
司
国
ご
ｎ
の
）
に
収
め
ら
れ

法
政
史
学
第
六
十
七
号

〈
史
料
紹
介
〉

ベ
ル
Ⅷ
ノ
ン
・
吐
魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の

コ
ー
タ
ン
人
名
録
（
Ｃ
ｈ
三
四
七
三
）
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

て
い
る
ペ
リ
オ
の
将
来
文
書
（
田
・
己
の
勺
の
一
一
三
つ
言
・
】
の
）
等
が
あ
ま
り

に
有
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
（
の
目
二
三
・
房
盲
巨
因
の
【
｝
日
）
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
吐
魯
番
出
土
文
書
ｅ
－
の
函
の
同
一
曰
の
『
弓
日
言
の
目
三
目
、
）
も
、

（
１
）

近
年
、
研
究
者
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
カ
タ
ロ
グ
の
整
備
が
進
み
、
全

貌
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
よ
う
や
く
検
討
の
素
材
と
な
り
つ

つ
あ
る
。

筆
者
も
二
○
○
二
年
九
月
よ
り
一
年
有
余
の
間
、
ベ
ル
リ
ン
に
研

究
滞
在
し
た
際
に
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
接
し
、
そ
の
漢
文
世
俗
文

（
２
）

書
の
全
貌
に
触
れ
る
機
〈
玄
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
も
日
本
学
術
振
興

（
３
）

〈
万
科
学
研
究
費
補
助
金
を
得
て
、
数
度
に
わ
た
っ
て
原
本
調
査
を
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
現
在
、
そ
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
研
究
分

担
者
ら
の
協
力
を
得
て
、
そ
の
完
全
カ
タ
ロ
グ
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
構
築

小
口
雅
史

一
一
ハ
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最
初
に
当
該
文
書
の
表
裏
の
写
真
１
．
２
と
そ
の
ト
レ
ー
ス
図

（
図
１
．
２
）
を
掲
げ
る
。

こ
の
一
群
の
文
書
は
Ⅲ
断
簡
か
ら
な
っ
て
お
り
、
二
八
セ
ン
チ
×

二
○
セ
ン
チ
程
度
の
大
き
さ
の
ガ
ラ
ス
板
に
挟
ま
れ
て
保
衿
さ
れ
て

い
る
。
写
真
１
の
面
の
最
下
部
に
は
ペ
ン
書
き
で
「
目
・
二
ｓ
・
白
ロ
」

（
７
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
書
が
ル
・
コ
ッ
ク
ら
に
よ
る
第
囚
次
探

（
８
）

検
に
際
し
て
コ
ー
タ
ン
の
地
で
入
手
さ
れ
た
一
」
と
を
示
し
て
い
る
。

今
、
仮
に
西
脇
Ｕ
録
に
し
た
が
っ
て
、
回
回
周
回
と
い
う
整
理
ラ

ベ
ル
の
貼
ら
れ
た
斉
註
を
記
す
漢
籍
面
（
写
真
１
）
を
【
①
９
．
と
し
、

行
論
の
都
合
上
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
断
簡
に
Ｍ
１
に
示
し
た
よ
う
に

Ａ
～
Ｄ
の
記
号
を
ふ
り
、
対
応
す
る
二
口
の
○
面
に
図
２
に
示
し
た
よ

う
に
ａ
～
ｄ
の
記
号
を
ふ
る
。

（
４
）

巾
Ｔ
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
断

片
の
接
続
関
係
や
、
戸
籍
類
を
中
心
に
新
し
い
知
見
が
見
出
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
も
の
の
中
か
ら
、
近
時
、
吉
川
豊
氏
に
よ
っ

て
コ
ー
タ
ン
（
タ
リ
ム
盆
地
南
辺
の
西
域
南
道
の
オ
ア
シ
ス
都
市
）
の
戸

籍
な
い
し
納
税
者
名
簿
の
実
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
文
書
Ｃ
ｈ
三
川

（
５
）

（
６
）

七
一
二
に
注
Ⅱ
し
、
若
干
の
知
兄
を
披
露
し
て
み
よ
う
と
川
心
う
。

ベ
ル
リ
ン
・
叶
魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
コ
ー
タ
ン
人
名
録
（
Ｃ
ｈ
三
四
七
三
）
を
め
ぐ
っ
て
（
小
口
）

ｃ
ｈ
’
一
一
四
七
一
一
一
の
現
状
と
音
註
漢
籍
面
の
釈
読

こ
の
文
書
断
簡
群
に
つ
い
て
西
脇
目
録
は
、
Ｃ
三
一
田
【
と
し
て
以

下
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
る
。

「
經
典
鐸
文
」
巻
２
「
論
語
』
微
子
篇

固
穏
巨
ミ
ョ
、
吝
三
§
）
一
目
［
一
ｍ
ｇ
の
⑦
｝
○
ｍ
の
①
ロ
目
曰
【
昌
一
〔
の
二
寿
局
二
①
の

ト
忌
貢
豈
忌
・
□
一
①
⑦
’
○
ｍ
ｍ
の
ロ
の
日
ロ
日
云
一
の
日
由
①
－
，
ケ
①
ご
□
○
つ
つ
①
一
国
の
一
一
一
ｍ

ｍ
①
ｍ
Ｓ
１
①
ウ
①
ロ
・
己
四
の
田
①
一
ｓ
の
ご
「
同
」
一
ｍ
二
日
忠
目
の
二
目
の
二

（
９
）

囚
巨
の
、
①
註
邑
の
ロ
・

西
脇
目
録
で
は
ご
円
の
○
面
に
つ
い
て
何
も
触
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ

こ
で
は
そ
れ
は
世
俗
文
書
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

た
だ
そ
の
ぐ
の
扇
・
面
こ
そ
が
、
問
題
の
コ
ー
タ
ン
人
の
名
簿
で
あ
っ

て
、
栄
目
録
の
指
摘
す
る
よ
う
に
世
俗
文
書
と
し
て
扱
う
べ
き
も
の

な
の
で
あ
る
。

出
土
文
書
の
常
と
し
て
、
こ
の
ガ
ラ
ス
板
に
挟
ま
れ
て
固
定
さ
れ

て
い
る
断
簡
の
排
列
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
状
態
を
保
っ
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
は
断
簡
を
表
面

観
察
し
、
ま
た
釈
読
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
状
態
を
復
原
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
コ
ー
タ
ン
の
名
簿
面
に
つ
い
て
は
類
例
が
少
な
く
、
難

読
、
さ
ら
に
は
難
解
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
た
だ
ち
に

元
の
姿
を
復
原
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
音
註
を
記
す
漢

籍
面
を
ま
ず
釈
読
し
、
そ
こ
か
ら
元
の
排
列
の
復
原
を
試
み
る
こ
と

と
す
る
。

一

七
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法
政
史
学
第
六
十
七
号

八

写真lCh3473recto（仮）面

Hosei University Repository



Ｂ

ベ
ル
リ
ン
・
吐
魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
コ
ー
タ
ン
人
名
録
（
Ｃ
ｈ
三
四
七
一
一
一
）
を
め
ぐ
っ
て
（
小
口
）

ざ
』

ハ

１－
Ｎ

竪
干
－
、
、
季
、
爪
か
ソ

九

０５ｃｍ

￣

図lCh3473recto（仮）面の写真トレース図（作成：原京子）
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蝉

法
政
史
学
第
六
十
七
号

‐
田
貯
』
世
●
甲
用
咀
隅
田
盟
甜
陶
犀
部
、
‐
》
…
が
４
卍
酷
，
：
…
￥
竜
咀
其
噌
夢
蔓
芭
●
纂
盈
蔓
聯
咄
侭
哺
魯
…
騨
転
…
〈
（
・
蔀
、
殆
い
哺
戎
□
零
〈
・
…
・
・
蔦
。
画
其
笠
簡
盈
爵
蔦
衡
離
伊
域
嚥
弗
晶
‐
稗
・
唖
亭
鵲
窮
琿
珸
Ｉ
（
（
藍
韮
彗
●
貯
宰
卑
茸
非
染
・
》
…

○

写真２Ch3473verso（仮）面
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ｂベ
ル
リ
ン
・
吐
魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
コ
ー
タ
ン
人
名
録
（
Ｃ
ｈ
一
一
一
四
七
三
）
を
め
ぐ
っ
て
（
小
口
）

畷
雪
厘
》

一
一
一

０

一コ、

図２Ch3473verso（仮）面の写真トレース図
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実
物
に
つ
い
て
詳
細
に
観
察
す
る
と
、
Ａ
・
Ｂ
断
簡
は
そ
れ
ぞ
れ

二
紙
の
貼
り
継
ぎ
で
、
糊
代
は
七
ミ
リ
程
度
。
Ａ
の
上
部
左
端
裏
面

（
ａ
の
上
部
右
端
表
面
）
に
は
七
ミ
リ
程
度
の
剥
が
し
取
り
痕
が
あ

る
。
ま
た
Ｃ
の
右
端
表
面
に
も
同
じ
幅
の
剥
が
し
取
り
痕
が
あ
り
、

表
面
観
察
の
結
果
得
ら
れ
た
状
態
か
ら
み
て
、
前
述
の
Ａ
の
剥
が
し

取
り
痕
と
接
合
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
ｄ
は
、
明
ら
か
に
漢
字
の
音
註
を
記
し
て
い
る
の
で
、
西
脇

目
録
に
言
う
【
①
Ｃ
ｓ
面
の
「
經
典
騨
文
」
の
一
部
で
あ
る
と
み
な
さ

れ
、
つ
ま
り
表
裏
が
逆
に
な
っ
て
ガ
ラ
ス
板
に
挟
ま
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
Ａ
～
Ｃ
及
び
ｄ
面
を
釈
読
し

て
み
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。

Ａ
□
祀
禍
而
匝
扣
加
、
Ⅱ

回
之
徒
與
鰡
稻
々
趾
治
乱
配
□
□
魎
辞
人
鐇
擾
鐸
不
國
印
、
Ⅱ

□
綻
之
徒
図
而
誰
與
辮
子
路
従
い
訓
舸
篠
雌
不
分
雌

也
叫
拱
而
立
罪
而
食
酸
、
Ⅱ

法
政
史
学
第
六
十
七
号

Ｂ

日擦魚而

不景嘉
髪旨隻鬮
嘉,知Ｍ旧
囿

、

前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
音
註
を
記
し
た
漢
籍
に
つ
い
て
、

西
脇
目
録
で
は
「
經
典
鐸
文
」
巻
２
「
論
語
」
微
子
篇
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
面
が
「
論
語
」
微
子
篇
に
関
わ
る
音
註
で
あ
る
こ
と
を
見

出
し
た
の
は
西
脇
目
録
が
最
初
で
あ
り
、
卓
見
で
あ
る
が
、
た
だ
し

巻
２
は
巻
刈
の
誤
植
で
あ
ろ
う
し
、
正
確
に
は
「
論
語
音
義
」
微
子

第
咀
と
す
べ
き
か
。

「
經
典
鐸
文
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
主
要
な
古
典
の
本
文

を
校
定
し
、
そ
の
中
の
文
字
に
つ
い
て
発
音
と
意
味
と
を
解
説
す
る

「
音
義
」
を
つ
け
た
書
で
あ
る
。
音
註
は
直
音
法
ま
た
は
反
切
法
で

記
さ
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
こ
こ
に
見
え
る
見
出
し
の
文
字
は
「
論
語
」
の
微
子
篇

ｄ
藷
騨
口
己
、
Ⅱ
Ⅱ

以
下
、
こ
れ
を
も
と
に
、
章
を
改
め
て
断
簡
の
排
列
を
復
原
し
て
み

、
よ
宅
７
． Ｃ
而
芸
読
囿

二
音
註
漢
籍
面
断
簡
の
接
続
・
復
原

□

一

一

一

一
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の
そ
れ
で
あ
り
、
音
註
も
多
く
は
通
行
本
の
「
經
典
鐸
文
』
当
該
部

分
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
こ
の
断
簡
に
見
え
る
の
は
音
註
の

み
で
、
音
義
の
「
義
」
に
当
た
る
部
分
が
一
切
な
い
。
ま
た
西
脇
目

録
で
己
四
の
臼
①
一
ｓ
①
ご
「
同
」
】
の
亘
日
彊
目
の
ｐ
Ｈ
の
〆
三
房
、
①
邑
一
①
ご
・
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
反
切
法
で
音
註
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
末
尾
の
「
反
」
の
字
が
す
べ
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
悩

斉
法
の
場
合
に
は
立
日
註
の
始
ま
り
を
示
す
「
音
」
字
が
記
さ
れ
て
い

る
。
「
反
」
字
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
般
に
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
反
切
法
に
お
い
て
、
「
反
」
が
「
叛
」
に
通
じ
る
の
で
、

（
皿
）

唐
代
に
「
切
」
と
一
一
一
一
口
い
換
違
え
ら
れ
た
こ
と
と
関
係
し
よ
う
か
。

ま
た
さ
ら
に
注
意
を
要
す
る
点
と
し
て
、
通
行
本
の
『
經
典
騨

文
」
の
見
出
し
に
な
い
文
字
が
、
『
論
語
』
微
子
篇
の
中
よ
り
選
ば

れ
て
、
音
註
の
対
象
と
し
て
い
く
つ
か
見
出
し
に
た
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
点
か
ら
み
て
、
こ
の
漢
籍
が
『
經
典
藤
文
」
と
同
系
統
の

書
物
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
と
し
て
も
、
『
經
典
鐸
文
』
そ
の
も
の

な
の
か
、
あ
る
い
は
異
本
の
一
つ
な
の
か
、
は
た
ま
た
『
經
典
耀

文
」
に
類
す
る
他
の
書
物
な
の
か
、
今
に
わ
か
に
は
判
断
し
が
た

い
。た
だ
本
書
が
『
論
語
』
微
子
篇
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
の
で
、
断
簡
の
復
原
作
業
は
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
さ
っ
そ
く

ベ
ル
リ
ン
・
吐
魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
コ
ー
タ
ン
人
名
録
（
Ｃ
ｈ
三
四
七
三
）
を
め
ぐ
っ
て
（
小
口
）

前
章
で
釈
読
し
た
も
の
を
、
「
經
典
鐸
文
」
あ
る
い
は
「
論
語
』
微

子
篇
そ
の
も
の
に
そ
っ
て
排
列
し
て
み
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。

傍
線
を
施
し
た
部
分
が
、
『
論
語
」
微
子
篇
の
本
文
（
な
い
し
集
解
）

に
あ
っ
て
通
行
本
の
「
經
典
鐸
文
』
に
な
い
部
分
で
あ
る
。

Ⅱ
Ｕ
□
祀
樋
而
睡
砧
、

Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
国
之
徒
與
歸
稻
々
川
治
乱
釦
□
□
魎
辞
人
鋤
擾
隷
不
園
、

Ⅱ
Ｕ
圖
扣
囮
淀
む
徒
團
而
誰
與
嬬
子
路
従
附
（
⑫
一
柵
篠
糀
不
分
雌

而
索
蜥
植
其
砿
而
芸
読
圃
也
醇
拱
耐
、
辨
面
｝
而
食
酷
、
Ⅱ

鋤
長
幼
召
劉
鵬
田
口
ｎ
Ⅱ

日
不
降
其
士
蜘
圃
、
Ⅲ

Ⅱ
Ｕ
□

こ
れ
に
基
づ
い
て
四
断
簡
を
接
続
し
直
し
て
正
し
く
復
原
・
配
置

し
た
も
の
を
次
頁
に
掲
げ
る
（
図
３
）
、
第
一
章
で
推
測
し
た
剥
が

し
取
り
痕
跡
か
ら
の
Ａ
断
簡
と
Ｃ
断
簡
の
貼
り
継
ぎ
接
続
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
接
続
面
の
す
ぐ
上
に
Ｂ
断
簡
の
右
端
が
若
干
重
な
る
こ
と

も
分
か
る
。
Ｂ
断
簡
の
下
部
に
Ｃ
・
ｄ
断
簡
が
直
接
（
あ
る
い
は
数

ミ
リ
の
脱
落
が
あ
る
か
）
接
続
す
る
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。

通
行
本
「
經
典
鐸
文
」
と
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
復
原

さ
れ
た
断
簡
の
天
地
は
生
き
て
い
て
、
こ
の
紙
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
高

さ
を
ほ
ぼ
示
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
お
お
よ
そ
二

八
セ
ン
チ
で
あ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
天
地
完
存

二
一

一

一
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前
章
で
の
復
原
結
果
に
基
づ
い
て
、
自
動
的
に
そ
の
反
対
側
が
復

原
さ
れ
る
。
そ
れ
が
次
頁
に
掲
げ
た
図
４
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
第

一
次
面
が
書
か
れ
た
あ
と
、
そ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
、
第
一
次

面
と
は
無
関
係
に
断
簡
が
再
接
続
ざ
れ
第
二
次
面
が
書
か
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
本
断
簡
の
場
合
に
は
そ
の
可
能
性
は
な
く
、
表
裏
と
も

綺
麗
に
文
字
が
接
続
さ
れ
る
。
た
だ
し
吉
田
豊
氏
が
「
草
書
体
で
書

か
れ
て
い
て
読
み
づ
ら
く
、
文
書
の
現
物
を
調
査
し
た
が
筆
者
に
は

録
文
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
ご
と

（
Ｍ
）

く
、
独
特
の
書
体
で
あ
っ
て
た
し
か
に
難
解
で
あ
る
ｎ
以
下
、
と
り

あ
え
ず
一
応
の
釈
文
を
掲
げ
て
み
る
。

、
（
応
）

□
董
廿
、
Ⅱ

者
許
郷
實
慶
、
Ⅱ

七
□
□
□
ｎ
Ⅱ

胡
盧
野
郷
耶
濫
弄
村
掻
選
兄
汁
九
末
錐
廿
五

□
村
□
□
汁
五
□
□
道
□
冊
一

文
書
（
す
べ
て
経
典
の
類
）
に
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
も
の
が
い
く
つ
か

あ
る
。

ま
た
図
３
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
四
行
目
と
五
行
目
だ
け
が
行
間

が
詰
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

ベ
ル
リ
ン
・
吐
魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
コ
ー
タ
ン
人
名
録
（
Ｃ
ｈ
三
四
七
一
一
一
）
を
め
ぐ
っ
て
（
小
口
）

三
コ
ー
タ
ン
人
名
簿
の
復
原

□
末
婆
廿
九
、
Ⅱ
Ｕ
□
蔵
村
□
ｎ
Ⅲ

類
似
の
文
書
と
し
て
は
、
他
に
吉
田
豊
氏
が
紹
介
し
て
い
る
麻
礼

（
肥
）

塔
格
（
言
国
胃
‐
目
四
召
）
出
土
の
も
の
が
あ
る
。

悉
□
田
日
充
□
捺
田
、
Ⅱ

乗
拱
野
村
掲
陵
捺
冊
、
Ⅱ

麸
團
蘭
若
囮
師
、
Ⅱ

（
○
【
・
缶
］
口
へ
「
田
二
・
日
・
宝
弓
）

さ
ら
に
ま
た
、
同
じ
コ
ー
タ
ン
の
巳
拉
瓦
斯
特
（
因
四
一
閨
四
の
〔
の
）
出

土
文
書
の
な
か
に
「
諺
」
「
拱
」
等
の
文
字
を
共
有
し
、
コ
ー
タ
ン

文
字
と
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
な
っ
て
い
る
「
唐
抵
伽
葺
拱
支
納
□
抄
」

（
・
三
国
ミ
ニ
三
二
廓
）
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
種
の
文
書
に
つ
い
て
吉
川
豊
氏
は
、
コ
ー
タ
ン
に
戸
籍
な
い

し
納
税
者
名
簿
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
当
該
文
書
も
郷
・
村
名
と
人
名
及
び
数
字
を
羅
列
し
た
も
の

（
肥
）

で
、
納
税
に
関
す
る
文
聿
日
で
あ
る
可
能
性
は
吉
向
い
。
郷
村
制
が
施
行

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
書
も
コ
ー
タ
ン
が
唐
朝
の
支
配
を

受
け
た
八
世
紀
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ

郷
・
村
名
を
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
戸
籍
で
は
な
い
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
ま
た
数
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
、
年
齢
な
の
か
徴

発
に
関
す
る
も
の
な
の
か
定
か
で
は
な
い
。
ｂ
面
右
下
端
の
朱
点

（
写
真
２
参
照
）
も
、
そ
れ
が
合
点
だ
と
す
れ
ば
、
徴
税
に
関
わ
る

二

五
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以
上
、
近
年
吉
田
豊
氏
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
、
ベ
ル
リ
ン
の
吐

魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
コ
ー
タ
ン
の
人
名
録
に
つ
い
て
、
そ
の
復

原
結
果
を
提
示
し
、
今
後
の
研
究
の
素
材
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
幸
い
、
我
々
の
科
研
費
チ
ー
ム
は
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館

（
の
白
呉
の
己
三
一
・
ｓ
①
【
目
因
の
【
｜
ご
）
や
ベ
ル
リ
ン
・
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（
因
囚
一
日
‐
因
『
三
目
三
ｍ
】
の
Ｓ
の
罠
＆
の
己
の
□
の
［
三
ｍ
ｍ
の
ロ
‐

の
呂
昌
目
）
等
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
全
て
の
漢
文
世
俗
文
書
に
つ
い

て
鮮
明
な
高
精
度
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
を
入
手
で
き
、
本
稿
で
も
そ
の

利
川
と
公
開
を
快
く
許
可
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
科
研
費
に
よ

る
実
物
調
査
で
は
、
籍
帳
類
を
初
め
と
し
て
い
く
つ
か
の
古
文
書
に

つ
い
て
、
他
に
も
同
じ
よ
う
な
新
し
い
接
続
関
係
等
を
い
く
つ
か
発

見
し
て
い
る
。
は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
Ｈ
Ｐ

上
で
公
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

作
業
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

当
該
文
書
の
ｒ
面
．
Ｖ
面
に
つ
い
て
も
確
言
は
出
来
な
い
が
、
も

し
右
記
し
た
合
点
に
関
す
る
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
西
脇
目
録

と
は
逆
に
、
こ
の
人
名
録
面
が
【
①
ｇ
ｏ
で
、
そ
の
紙
背
を
利
用
し
て

「
論
語
」
音
註
が
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

ベ
ル
リ
ン
・
吐
魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
コ
ー
タ
ン
人
名
録
（
Ｃ
ｈ
三
四
七
三
）
を
め
ぐ
っ
て
（
小
、
）

お
わ
り
に

註（
１
）
百
済
康
義
編
「
ベ
ル
リ
ン
所
蔵
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
土
漢
文
文
献

総
目
録
（
試
行
本
）
」
（
西
域
研
究
会
、
二
○
○
○
年
）
、
こ
の
冒
呈

『
の
目
の
寅
、
ミ
ミ
畳
向
き
窪
ミ
ミ
ロ
ミ
ミ
ミ
》
二
言
量
旨
ミ
葛
菖
窪
三

の
壽
冨
己
薑
ミ
ロ
Ｓ
言
昌
ミ
ニ
頁
討
寿
§
冒
言
菖
冒
三
目
冒
言

回
ミ
ミ
ミ
ご
こ
昏
冨
目
ミ
ミ
ミ
鎮
め
自
信
貝
〔
葛
日
日
の
（
①
曰
①
【
『
の
【
一
猪

四
三
』
（
以
下
、
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
百
済
目
録
、
西
脇
日
録
と
略
称

す
る
）
。
西
脇
目
録
の
ド
イ
ツ
語
タ
イ
ト
ル
Ｓ
言
昌
ｓ
二
頁
唇
寺
下

ミ
胃
言
菖
冒
言
房
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば

Ｓ
の
己
の
三
‐
ワ
■
こ
こ
豆
の
〔
一
ｍ
ｎ
ケ
①
ご
目
の
〆
〔
｛
日
、
日
①
貝
の
日
の
三
口
①
の
】
の
Ｓ
の
【

汗
三
洋
、
す
な
わ
ち
漢
文
世
俗
文
沸
で
あ
る
。

ま
た
中
国
で
は
栄
新
江
氏
に
よ
る
Ⅱ
録
化
が
な
さ
れ
て
い
る
Ⅶ
同

「
徳
国
〃
吐
魯
番
収
集
品
“
中
的
漢
文
典
籍
與
文
書
」
（
「
華
学
」
３
、

一
九
九
八
）
。
以
下
、
本
稿
で
は
栄
目
録
と
略
称
す
る
。

（
２
）
そ
の
間
の
事
情
の
概
要
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
古
代
ア
ジ
ア
世
界
の

東
と
西
》
在
ベ
ル
リ
ン
吐
魯
番
文
書
と
正
倉
院
文
書
の
語
る
も
の
ｌ

そ
の
研
究
の
歴
史
と
一
断
面
ｌ
」
Ｓ
国
際
Ｈ
本
学
」
２
〈
文
部
科
学

省
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
採
択
Ⅱ
本
発
信
の
脚
際
ｎ
本
学

の
榊
築
研
究
成
果
報
告
集
論
集
〉
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
、

二
○
○
五
年
）
・
同
「
解
読
進
む
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
漢
字
文
書
浮
上

す
る
日
本
と
の
類
似
ｌ
西
域
と
正
倉
院
、
階
・
唐
に
な
い
戸
籍
ｌ
」

（
朝
ｕ
新
聞
夕
刊
、
二
○
○
五
年
五
月
二
Ｈ
）
参
照
。

（
３
）
「
在
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
比
較
史
的
分
析
に
よ
る
古

代
ア
ジ
ア
律
令
制
の
研
究
」
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
、
研
究
代
表
者
…
小

－

￣

七
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口
雅
史
、
研
究
分
担
者
…
關
尾
史
郎
・
坂
上
康
俊
・
大
津
透
・
丸
山

裕
美
子
各
氏
、
研
究
協
力
者
…
張
梛
麗
氏
お
よ
び
在
独
研
究
者
諸

氏
）
。

（
４
）
小
口
雅
史
編
「
在
ベ
ル
リ
ン
・
吐
魯
番
出
土
漢
文
世
俗
文
書
関
係

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
（
三
つ
吾
〔
①
己
．
｝
・
ず
。
ｍ
の
一
・
四
Ｃ
・
一
二
〕
ぬ
巨
呂
曽
円
｝
ご
）
。
た

だ
し
写
真
の
著
作
権
そ
の
他
の
関
係
で
、
現
状
で
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

中
の
文
書
の
剛
像
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
た
研
究
メ

ン
バ
ー
の
み
に
対
し
て
公
開
さ
れ
、
ゲ
ス
ト
ア
カ
ウ
ン
ト
で
入
っ
た

場
合
に
は
表
示
さ
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
当
該
文
書
の
画
像
は
、
国

際
敦
煤
項
目
（
弓
①
旨
〔
の
日
呂
・
昌
一
□
目
盲
目
、
勺
旦
の
ｇ
）
の
Ｈ
Ｐ

（
言
Ｂ
ミ
ご
ロ
・
ず
｜
こ
こ
）
で
順
次
公
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
あ
わ
せ

て
こ
ち
ら
の
Ｈ
Ｐ
で
も
写
真
が
完
全
に
公
開
さ
れ
る
予
定
。

な
お
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
在
ベ
ル
リ
ン
吐

魯
番
漢
文
文
書
と
そ
の
電
子
化
ｌ
そ
の
現
状
と
課
題
・
展
望
ｌ
」

（
「
漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
」
６
、
二
○
○
五
年
）
・
同
「
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
卵
成
果
の
情
報
化
と
活
用
」
（
「
Ⅱ
本
学
の
総
合

的
研
究
」
平
成
十
四
年
度
～
平
成
十
八
年
度
私
立
大
学
学
術
研
究
高

度
化
推
進
事
業
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」
研
究
成
果
報
告

書
、
法
政
大
学
脚
際
Ⅱ
本
学
研
究
所
、
二
○
○
七
年
）
参
照
。

（
５
）
吉
田
豊
「
コ
ー
タ
ン
出
土
８
１
９
世
紀
の
コ
ー
タ
ン
語
世
俗
文
書

に
関
す
る
覚
え
書
き
」
（
「
神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
叢
書
」
邪
、
神

戸
市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究
所
、
二
○
○
六
年
）
。
以
下
、
本
稿

で
引
用
す
る
吉
田
豊
氏
の
見
解
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。

な
お
そ
れ
に
先
行
し
て
、
栄
目
録
に
お
い
て
「
ｎ
戸
い
←
己
ぐ
」
と
し

法
政
史
学
第
六
十
七
号

て
「
子
聞
人
名
録
」
と
さ
れ
て
い
た
。

（
６
）
本
文
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
二
○
○
二
年
九
月
か
ら
二
○

○
三
年
九
月
に
か
け
て
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ポ
ル
ト
大
学
の
客
員
研
究

員
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
、
そ
の
間
に
頻
繁
に
ベ
ル
リ
ン
国
立

図
書
館
に
て
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
を
自
由
に
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
（
詳
細
は
註
（
２
）
前
掲
拙
稿
参
照
）
。
ま
た
そ
の
後
も
、
科

学
研
究
費
補
助
金
（
註
（
３
）
参
照
）
に
よ
る
調
査
で
、
こ
の
Ｃ
ｈ

三
四
七
三
を
は
じ
め
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
多
数
の
文
書
の
原
本
調

査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
御
高
配
い
た
だ
い
た
フ
ァ
イ
ス
テ
ル
博

士
ｅ
【
・
西
閂
［
日
昌
‐
○
耳
三
口
田
の
ど
の
一
）
・
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ン
博
士
ｅ
『
・

の
言
自
①
‐
、
三
の
［
言
①
蚕
の
呂
圓
目
）
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
７
）
百
済
目
録
が
、
ｎ
ヶ
置
畠
の
出
土
地
記
号
に
つ
い
て
、
弓
二
①
目
白

と
す
る
の
は
、
こ
の
部
分
の
誤
読
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
８
）
吉
田
豊
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
Ｐ
①
Ｄ
Ｃ
□
が
因
己
２
ｓ
曰
毒
］
目
か

ら
入
手
し
た
コ
ー
タ
ン
出
土
文
書
で
あ
る
と
い
う
。

（
９
）
栄
Ⅱ
録
で
は
、
「
Ｓ
・
匿
己
」
と
し
て
、
「
辞
書
（
？
）
（
和
田
出

土
上
と
す
る
。

（
Ⅲ
）
日
本
に
伝
わ
る
「
経
典
稗
文
」
最
古
の
断
簡
は
興
福
寺
の
そ
れ

で
、
天
平
勝
宝
年
間
（
七
四
九
～
七
五
七
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
「
因
明
四
種
相
違
断
纂
私
記
」
が
寛
弘
七
年
二
○
一
○
）
に
書

写
さ
れ
た
際
に
、
「
經
典
鐸
文
」
の
紙
背
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
断
簡
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
写
本
で
は
、
反

切
は
通
行
本
と
同
じ
く
「
反
」
字
で
結
ば
れ
て
い
る
。

（
、
）
「
偶
」
字
は
、
通
行
本
の
「
論
語
」
微
子
篇
・
「
經
典
鐸
文
」
と
も

￣

一

八
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「
調
」
に
つ
く
る
。

（
⑫
）
見
出
し
と
し
て
「
荷
」
字
が
脱
。

（
Ｂ
）
通
行
本
「
經
典
鐸
文
」
で
は
「
拱
」
字
に
「
居
勇
反
」
と
付
す
。

（
ｕ
）
荒
川
正
晴
氏
も
こ
の
文
書
に
つ
い
て
独
自
の
調
査
を
し
て
お
り
、

吉
田
豊
氏
同
様
、
筆
者
も
荒
川
氏
よ
り
、
そ
の
調
査
メ
モ
の
コ
ピ
ー

を
お
送
り
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

西
域
出
土
文
書
の
な
か
に
は
、
漢
字
を
熟
知
し
な
い
現
地
の
人
の

手
に
な
る
文
書
が
多
く
あ
り
、
そ
の
類
は
概
し
て
難
読
で
あ
る
。

（
囮
）
右
に
太
め
の
朱
点
が
あ
る
。
あ
る
い
は
合
点
の
類
か
。

（
蛆
）
吉
田
豊
氏
は
陳
國
燦
「
斯
担
因
所
獲
吐
魯
番
文
書
研
究
」
（
武
漢

大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
か
ら
釈
文
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
「
斯
担
因
Ｉ
第
三
次
巾
亜
考
古
所
獲
漢
文
文
献
（
非
佛
經
部

分
）
」
①
（
上
海
僻
書
出
版
社
、
二
○
○
五
年
）
一
九
五
頁
所
載
の

写
真
を
確
認
の
上
、
そ
こ
か
ら
釈
文
を
引
用
し
た
。

（
Ⅳ
）
註
（
肥
）
前
掲
「
斯
担
因
ｌ
第
三
次
中
亜
考
古
所
獲
漢
文
文
献

（
非
佛
經
部
分
）
」
①
一
八
四
頁
。

（
旧
）
コ
ー
タ
ン
の
税
制
に
つ
い
て
は
、
關
尾
史
郎
「
コ
ー
タ
ン
出
土
唐

代
税
制
関
係
文
書
小
考
ｌ
領
抄
文
書
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
平
田
取

一
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
「
歴
史
に
お
け
る
史
料
の

発
見
ｌ
あ
た
ら
し
い
〃
読
み
“
へ
む
け
て
」
上
智
大
学
平
田
研
究

室
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。

ベ
ル
リ
ン
・
吐
魯
番
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
コ
ー
タ
ン
人
名
録
（
Ｃ
ｈ
三
四
七
一
一
一
）
を
め
ぐ
っ
て
（
小
口
）

一

一

九
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